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研究成果の概要（和文）： 
 スペクトル拡散通信における同期法とその応用に関して、最尤推定法を応用した同期法、通

信容量と同期法の関係、実装を目指した簡素な同期法の研究を行った。一般化線形モデルの研

究ではエントロピー相関係数および決定係数の提唱を行い、統計的性質の研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  In this research project, the maximum likelihood method of code acquisition was 
proposed, and the acquisition-based and bit error-based capacities are compared. A 
low-complicity method of code acquisition was proposed. With respect to generalized 
linear models, the entropy correlation coefficient and coefficient of determination were 
proposed, and statistical properties were investigated. 
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１．研究開始当初の背景 
 スペクトル拡散信号はコードと信号の相
関に基づく、同期点捕捉を行っているが、統
計的な観点からの同期法の開発は行われて
いなかった。このことが通信容量を制約して
いた。 
 

２．研究の目的 
 スペクトル信号の性質を考究し、その性質
の基づいた統計的な同期法の研究を行う。信
号とコードの相関の性質については一般化
線形モデルとその予測力についての研究を
行う。 
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３．研究の方法 
 拡散スペクトル信号系列の性質を統計的
に明らかにし、相関機受信データから同期捕
捉のための尤度を構成する。同期判定はベイ
ズ事後確率に基づく方法を考究する。漸近的
な尤度の性質を、カルバック情報と関連づけ
る。装置としての簡素化のために、連続デー
タを二値化したデータに基づく同期法を構
築する。一般的な信号解析のために一般化線
形モデルによる予測力を議論し、予測力測度
を提唱する。 
 
 
４．研究成果 

同期法に関しては受信信号の累積データ

を用いた最尤同期推定法を基礎とし、実装上

の複雑性を軽減する計数法を構築した（論文

[1]）。さらに複雑性を軽減するために受信を

符号（正または負）で行い、この信号に計数

法を用いる同期法に改良した（論文[5]）。確

度の高い同期法の構築はスペクトル拡散通

信システムの通信容量を高め、利用者の増加

に対する周波数帯域の節約につながること

を証明した（論文[3]）。非同期通信での信号

遅延時間、パワーおよび偏角の推定や測距法

への同期法の応用については今後の課題と

して残された。 

一般化線形モデルの予測力測度としては

エントロピー相関係数（論文[2]）とエントロ

ピー決定係数（論文[5]）の提唱を行った。こ

れらの相関測度に求められる性質として次

の６つを挙げた：(i)解釈可能性、(ii)線形回帰

モデルでは重相関係数または決定係数にな

ること、(iii)エントロピーに基づく性質をも

つこと、(iv)全ての一般化線形モデルに適用で

きること、(v)モデルの複雑性に関する測度の

単調性を有すること、および(vi)正準結合モデ

ルで測度が説明変数に関する分解ができる

こと。これまで提唱されている予測力測度で

これらを全て満たすものは存在しない。エン

トロピー決定係数は全ての性質を満たすこ

とを示したが、エントロピー相関係数につい

ては(v)の性質を示すことが難しく、その性質

の証明ができなかった。将来の課題として、

質的変量の因果システムにおけるパス解析

の研究が残された。 
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